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埼
玉
会
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
四
号 

埼
玉
会
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
会
館
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
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オ
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ケ
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ト
ラ
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同 
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反
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（
大
ホ
ー
ル
） 

同 

一
式 

四
、
九
八
〇 

七
、
八
四
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オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
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（
大
ホ
ー
ル
） 
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（
小
ホ
ー
ル
） 

反
響
板 

 
 

 

（
大
ホ
ー
ル
） 

プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ン
ド 

同 同 

一
式 

一
台 

四
、
九
八
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三
、
〇
〇
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七
、
八
四
〇 

一
八
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に
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太
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一
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四
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小
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レ
エ
シ
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大
ホ
ー
ル
） 

太
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同 

） 

同 同 

一
式 

一
、
五
二
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三
、
三
五
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四
六
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に
改
め
、
同
表
音
響
設
備
の
項
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｄ
Ａ
Ｔ
（
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ 

プ
レ
イ
ヤ
ー
） 

 

オ  

同 

一
、
四
二
〇 

テ
ー
プ
を
含
ま
な
い
。 

 
を 

「 

サ
ブ
ロ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー 

 

 

に
改
め
、
同
表
ピ
ア
ノ
等
の
項
中
「
、 

」 

「 

 

同 

二
、
八
四
〇 

 

 」 

ラ
ウ
ン
ジ
」
を
削
り
、
同
表
映
写
設
備
の
項
中
「
一
八
、
二
〇
〇
」
を
「
一
九
、
九
〇
〇
」
に
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則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
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「 

」 

改
め
、
同
表
照
明
設
備
の
項
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反
響
板
固
定
ラ
イ
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（
大
ホ
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ル
） 

同 

二
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二
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（
小
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反
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（
大
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ー
ル
） 

同 同 

一
、
〇
〇
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二
、
四
二
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同 準
備
及
び
復
元
の
場
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は
、
一
列
を
無
料
と
す

る
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同
（
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
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小
ホ
ー
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ク
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イ
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ィ
ス
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九
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八
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六
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デ
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及
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も
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も
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ル
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カ
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フ
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を
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ま
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準
備
及
び
復
元
の
場
合

は
、
一
列
を
無
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と
す

る
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ー
ル
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反
響
板
固
定
ラ
イ
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（
大
ホ
ー
ル
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同 同 

一
、
〇
〇
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二
、
四
二
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同 準
備
及
び
復
元
の
場
合 

は
、
一
列
を
無
料
と
す

る
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に
改
め
、 

五
〇 

 

 
を
削
る
。 



規

則 

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
十
五
号 

 
 

 

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
規
則
第
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み

な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
同

項
」
を
「
法
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
法

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
制
限
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
」
と
あ
る
の
は

「
延
長
者
等
虐
待
を
行
っ
た
延
長
者
等
の
監
護
者
」
と
す
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
の
四
第
四
項
」
の
下
に
「
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
四
第
六
項
」

の
下
に
「
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加

え
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み

な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
の
四
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
命
令
の
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
前
項
中
「
保
護
者
」
と
あ
る
の
は
「
延
長
者
の
監
護
者
」

と
す
る
。 
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式
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二
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中
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」
に
、
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

    

前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
出
頭
の
求
め
に
応
じ
な
い

 

当
な
理
由
な
く
同
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
委
員
又
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
職

 

正
 

員
の
立
入
り
又
は
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た

 
又
は
そ
の
安
全

 
、
又

 

は
そ
の
安
全

 

 
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
法
第
１
６
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
下
記

の
児
童
（
延
長
者
等
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
面
会
・
通
信
の
制
限
を
行
い
ま
す
。
 



様式第３号（第２条関係） 

出  頭  要  求  書 

 

第     号 

年  月  日 

 

        様 

 

埼玉県  児童相談所長  □印  

 

  児童虐待の防止等に関する法律第８条の２第１項の規定に基づき、次のとおり

児童を同伴して出頭することを求めます。 
 

出頭を求められる者 

住 所  

氏 名  

生年月日  

出頭を求める日時 日 時  

及び場所 場 所  

同 伴 す べ き 児 童 
氏 名  

生年月日  

出頭を求める理由と

なった事実の内容 

  

連絡先 
  

 

 （注意）１ 正当な理由なく出頭要求に応じない場合は、当該児童の安全の確認

又はその安全を確保するため、児童虐待の防止等に関する法律第９条

第１項の立入調査その他の必要な措置を講ずることとなり、正当な理

由なく当該立入調査等を拒否等した場合には、５０万円以下の罰金に

処せられることがあります。 

     ２ 上記の出頭を求める日時又は場所について、やむを得ない理由によ

り、出頭することが困難な場合は、    年  月  日  時ま

でに上記連絡先に連絡してください。 



様式第４号（第２条関係） 

出  頭  要  求  書 

 

第     号 

年  月  日 

 

        様 

 

埼玉県  児童相談所長  □印  

 

  児童虐待の防止等に関する法律第９条の２第１項の規定に基づき、次のとおり

児童を同伴して出頭することを求めます。 
 

出頭を求められる者 

住 所  

氏 名  

生年月日  

出頭を求める日時 日 時  

及び場所 場 所  

同 伴 す べ き 児 童 
氏 名  

生年月日  

出頭を求める理由と

なった事実の内容 

  

連絡先 
  

 

 （注意）１ 正当な理由なく出頭要求に応じない場合は、当該児童の安全の確認

又はその安全を確保するため、児童虐待の防止等に関する法律第９条

の３に基づき、裁判官の発する許可状を得た上で、当該児童の住所若

しくは居所に臨検し、又は当該児童を捜索することがあります。 

     ２ 上記の出頭を求める日時又は場所について、やむを得ない理由によ

り出頭することが困難な場合は、    年  月  日  時まで

に上記連絡先に連絡してください。 



 

様
式
第
六
号
か
ら
様
式
第
十
二
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                         



様式第６号（第４条関係） 

面会・通信制限決定通知書 

 

第     号 

年  月  日 

 

        様 

 

埼玉県  児童相談所長  □印  

 

  児童虐待の防止等に関する法律第１２条第１項（同法第１６条第２項の規定に

よりみなして適用する場合を含む。）の規定に基づき、次のとおり児童（延長者

等を含む。以下同じ。）との面会・通信の制限を行います。 

 

対象となる児童 
氏 名  

生 年 月 日  

制限を受ける者 

住 所  

氏 名  

生 年 月 日  

制限する内容 

 １ 児童との面会（全部・一部） 

 

 ２ 児童との通信（全部・一部） 

 

制限を行う理由となった事実の内容 

連絡先 

 
 

教示 

 

 備考 教示は、行政不服審査法又は行政事件訴訟法の規定による教示に関する規

則（平成１７年埼玉県規則第３号）別記第１の１の規定による文を記載して

行うこと。 



様式第７号（第４条関係） 

面会・通信制限解除決定通知書 

 

第     号 

年  月  日 

 

        様 

 

埼玉県  児童相談所長  □印  

 

      年  月  日付け 第    号により制限した、児童虐待の防止

等に関する法律第１２条第１項（同法第１６条第２項の規定によりみなして適用

する場合を含む。）に基づく次の児童（延長者等を含む。以下同じ。）との面会・

通信の制限を解除します。 

 

対象となる児童 
氏 名  

生 年 月 日  

制限を解除され

る者 

住 所  

氏 名  

生 年 月 日  

制限を解除する理由 

連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第８号（第４条関係） 

面会・通信制限決定通知書 

 

年  月  日 

 

        様 

 

長  □印  

 

  児童虐待の防止等に関する法律第１２条第１項（同法第１６条第２項の規定に

よりみなして適用する場合を含む。）の規定に基づき、次のとおり児童（延長者

等を含む。以下同じ。）との面会・通信の制限を行います。 

 

対象となる児童 
氏 名  

生 年 月 日  

制限を受ける者 

住 所  

氏 名  

生 年 月 日  

制限する内容 

 １ 児童との面会（全部・一部） 

 

 ２ 児童との通信（全部・一部） 

 

制限を行う理由となった事実の内容 

制限の有効期限     年  月  日まで 

連絡先 

 

 

教示 

 

 備考 教示は、行政不服審査法又は行政事件訴訟法の規定による教示に関する規

則別記第１の１の規定による文を記載して行うこと。 



様式第９号（第４条関係） 

面会・通信制限解除決定通知書 

 

 

年  月  日 

 

        様 

 

長  □印  

 

      年  月  日付け面会・通信制限決定通知書により制限した、児童

虐待の防止等に関する法律第１２条第１項（同法第１６条第２項の規定によりみ

なして適用する場合を含む。）に基づく次の児童（延長者等を含む。以下同じ。）

との面会・通信の制限を解除します。 

 

対象となる児童 
氏 名  

生 年 月 日  

制限を解除され

る者 

住 所  

氏 名  

生 年 月 日  

制限を解除する理由 

連絡先 

 

  

 

 

 

 

 

 



様式第１０号（第４条関係） 

面会・通信制限決定（解除）通知書 

 

年  月  日 

 

  （宛先） 

  埼玉県  児童相談所長 

 

長  □印  

 

  次のとおり児童（延長者等を含む。以下同じ。）との面会・通信の制限を決定

（解除）したので、児童虐待の防止等に関する法律第１２条第２項（同法第１６

条第２項の規定によりみなして適用する場合を含む。）の規定に基づき、通知し

ます。 
 

対象となる児童 
氏 名  

生 年 月 日  

制限を受ける者 

（制限を解除された者） 

 

住 所  

氏 名  

生 年 月 日  

制限する内容（制限を解除した内容） 

 １ 児童との面会（全部・一部） 

 

 ２ 児童との通信（全部・一部） 

 

 制限を行う理由となった事実の内容（制限を解除した理由） 

制限の有効期間     年  月  日から    年  月  日まで 

連絡先 

 



様式第１１号（第５条関係） 

接 近 禁 止 命 令 書 

 

第     号 

年  月  日 

 

        様 

 

埼玉県知事        □印  

 

  児童虐待の防止等に関する法律第１２条の４第 項（同法第１６条第１項の規

定によりみなして適用する場合を含む。）の規定に基づき、児童（延長者を含む。

以下同じ。）への接近の禁止について次のとおり命令します。 
 

命 令 を 受 け る 者 

住 所  

氏 名  

生年月日  

命 令 の 内 容 

児童の住所若しくは居所、就学する学校その他の場所
において当該児童の身辺につきまとい、又は当該児童の
住所若しくは居所、就学する学校その他その通常所在す
る場所（通学路その他の当該児童が日常生活又は社会生
活を営むために通常移動する経路を含む。）の付近をは
いかいしてはならない。 

対 象 と な る 児 童 
氏 名  

生年月日  

命 令 の 有 効 期 限     年  月  日まで 

命令をする理由とな

った事実の内容 

  

連絡先 

 

  

 

 （注意）本命令に違反した場合、児童虐待の防止等に関する法律第１８条の規定
により、１年以下の懲役又は１００万円以下の罰金に処せられることがあ
ります。 

 

教示 

 備考 教示は、行政不服審査法又は行政事件訴訟法の規定による教示に関する規
則別記第１の１の規定による文を記載して行うこと。 



様式第１２号（第５条関係） 

接 近 禁 止 命 令 取 消 書  

 

第     号 

年  月  日 

 

        様 

 

埼玉県知事        □印  

 

  児童虐待の防止等に関する法律第１２条の４第６項（同法第１６条第１項の規

定によりみなして適用する場合を含む。）の規定に基づき、    年  月  

  日付け 第   号により行った次の児童（延長者を含む。以下同じ。）への

接近禁止命令を取り消します。 
 

命令を取り消される者 

住 所  

氏 名  

生年月日  

取り消す命令の内容 

 児童の住所若しくは居所、就学する学校その他の場
所において当該児童の身辺につきまとい、又は当該児
童の住所若しくは居所、就学する学校その他その通常
所在する場所（通学路その他の当該児童が日常生活又
は社会生活を営むために通常移動する経路を含む。）
の付近をはいかいしてはならない。 

対 象 と な る 児 童 
氏 名  

生年月日  

命令を取り消す理由と

なった事実の内容 

  

連絡先 

  



 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
二
号
（
裏
面
）

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
十
六
号 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
の
備
考
３
⑴
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改

め
、
同
表
の
備
考
３
⑵
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

 
児
童
心
理
治
療
施
設

 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
通
所
部

 
児
童
心
理
治
療
施
設
通

 

所
部

 



規

則 

 

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
七
号 

 
 

 

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

医
療
法
施
行
細
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
一
条
第
二
項
第
二
十
六
号
中
「
様
式
第
四
十
四
号
」
を
「
様
式
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
二
十
九
号
と
し
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
様
式
第
四
十
三
号
」
を
「
様
式
第
四
十
六

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
八
号
と
し
、
同
項
第
二
十
四
号
中
「
様
式
第
四
十
二
号
」
を

「
様
式
第
四
十
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
七
号
と
し
、
同
項
第
二
十
三
号
中
「
様
式

第
四
十
一
号
」
を
「
様
式
第
四
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
六
号
と
し
、
同
項
第
二

十
二
号
中
「
様
式
第
四
十
号
」
を
「
様
式
第
四
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
五
号
と

し
、
同
項
第
二
十
一
号
中
「
様
式
第
三
十
九
号
」
を
「
様
式
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
第
二
十
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

 

二
十
一 

規
則
第
三
十
一
条
の
五
の
理
事
数
特
例
認
可
申
請
書 

様
式
第
三
十
九
号 

 

二
十
二 

規
則
第
三
十
一
条
の
五
の
二
第
一
項
の
管
理
者
理
事
就
任
免
除
認
可
申
請
書 

様
式 

 
 

第
四
十
号 

 

二
十
三 

規
則
第
三
十
一
条
の
五
の
三
の
非
医
師
（
非
歯
科
医
師
）
理
事
長
選
出
認
可
申
請
書 

 

 
 

 

様
式
第
四
十
一
号 

 

様
式
第
四
十
四
号
を
様
式
第
四
十
七
号
と
し
、
様
式
第
三
十
九
号
か
ら
様
式
第
四
十
三
号
ま
で

を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
様
式
第
三
十
八
号
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。



 
様
式
第
３
９
号
（
第
１
条
関
係
）

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
宛
先
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 
埼
玉
県
知
事

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所
在
地

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名

 
称

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○ 印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

理
事
数
特
例
認
可
申
請
書

 

 

 
 
次
の
と
お
り
、
医
療
法
第
４
６
条
の
５
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
理
事
を
１
人

（
２
人
）
と
す
る
こ
と
の
認
可
を
申
請
し
ま
す
。

 

当
該
医
療
法
人
の
開

 

設
す
る
病
院
、
診
療

 

所
又
は
介
護
老
人
保

 

健
施
設
の
数
 

 

常
時
勤
務
す
る
医
師

 

又
は
歯
科
医
師
の
数

  

理
事
を
１
人
（
２
人
）
 

と
す
る
理
由

 

 

 
 
添
付
書
類

 

 
 

 
１

 
定
款
又
は
寄
附
行
為
に
定
め
ら
れ
た
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
 

 
 

 
２

 
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

 



 
 

 
様
式
第
４
０
号
（
第
１
条
関
係
）

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
宛
先
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 
埼
玉
県
知
事

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
所
在
地

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
名

 
称

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
理
事
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○ 印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

管
理
者
理
事
就
任
免
除
認
可
申
請
書

 

 

 
 
次
の
と
お
り
、
医
療
法
第
４
６
条
の
５
第
６
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
管
理
者
を
理

事
に
加
え
な
い
こ
と
の
認
可
を
申
請
し
ま
す
。

 

理
事
に
加
え

 

な
い
管
理
者

 

 
住

 
所

 
  

 
氏

 
名

 
  

当
該
管
理
者

の
管
理
す
る

病
院
、
診
療

所
又
は
介
護

老
人
保
健
施

設
 

名
 
称

 
 

所
在
地

 
 

当
該
管
理
者
を
理
事
に

 

加
え
な
い
理
由

 
 

 
  

 
 
添
付
書
類

 

 
 

 
１

 
定
款
又
は
寄
附
行
為
に
定
め
ら
れ
た
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

 

 
 

 
２

 
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

 



    
 

 
様
式
第
４
１
号
（
第
１
条
関
係
）

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
宛
先
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 
埼
玉
県
知
事

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
所
在
地

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
名

 
称

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
理
事
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
○ 印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

非
医
師
（
非
歯
科
医
師
）
理
事
長
選
出
認
可
申
請
書

 

 

 
 
次
の
と
お
り
、
医
療
法
第
４
６
条
の
６
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
医
師
（
歯
科

医
師
）
で
な
い
理
事
の
う
ち
か
ら
理
事
長
を
選
出
す
る
こ
と
の
認
可
を
申
請
し
ま
す
。

 

理
事
長
就

任
予
定
者

  
住

 
所

 
  

 
氏

 
名

 
  

理
事
長
を
医
師
又
は

歯
科
医
師
で
な
い
理

 

事
の
う
ち
か
ら
選
出

 

す
る
理
由

 
 

 
 

  

 
 
 
 
添
付
書
類

 
 

 
 
１

 
定
款
又
は
寄
附
行
為
に
定
め
ら
れ
た
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

 
 

 
 
２

 
理
事
長
就
任
予
定
者
の
履
歴
書
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書

 
 

 
 
３

 
認
可
さ
れ
れ
ば
理
事
長
に
就
任
す
る
旨
の
承
諾
書

 
 

 
 
４

 
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

 



 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



規  則 

 埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  平成29年３月24日 

                     埼玉県公安委員会委員長 木 村 健 司 

埼玉県公安委員会規則第５号 

   埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則 

 埼玉県道路交通法施行細則（昭和41年埼玉県公安委員会規則第２号）の一部を次のように改

正する。 

 別表２に次のように加える。 

   附 則 

 この規則は、平成29年４月１日から施行する。 

 

325 狭山市道幹第21号線 狭山市大字中新田268番地先から 

狭山市大字中新田1103番地先まで 

326 一般国道463号 さいたま市中央区上峰一丁目８番１地先から 

さいたま市浦和区常盤九丁目175番２地先まで 

327 県道さいたま草加線 川口市大字里489番１地先から 

川口市坂下町４丁目１番５地先まで 

328 県道蕨鳩ヶ谷線 川口市青木６丁目26番12地先から 

川口市大字里486番３地先まで 

329 川口市道幹線第26号線 川口市上青木５丁目13番１地先から 

川口市上青木５丁目４番11地先まで 

330 さいたま市道第１号線 さいたま市大宮区桜木町四丁目410番１地先から 

さいたま市中央区上落合四丁目1150番３地先まで 

331 一般国道17号 上尾市大字小敷谷字儘上730番13地先から 

桶川市大字川田谷字稲荷2886番３地先まで 



規 
 

則 

 
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
九
二 

 
 

 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

別
表
第
一
警
察
本
部
の
部
中
「
東
松
山
、
熊
谷
」
を
「
東
松
山
、
秩
父
、
熊
谷
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s

a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｒ
Ｊ
対
話
の
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

梅
崎 

薫 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
越
谷
市
平
方
千
八
百
九
十
二
番
地
三
十
六 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
修
復
的
正
義
（
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ 

以
下
、

Ｒ
Ｊ
と
略
す
）
の
理
念
「
地
域
か
ら
誰
も
排
除
し
な
い
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

広
く
一
般
市
民
を
対
象
に
、
家
族
や
親
し
い
周
囲
の
人
々
と
の
間
で
損
な
わ
れ
た
関
係
を
正
し

築
き
直
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
て
話
し
合
う
「
Ｒ
Ｊ
対
話
の
会
」
を
通
し
て
、
そ
の
関
係
の
回

復
を
支
援
す
る
。
修
復
的
正
義
の
理
念
を
普
及
啓
発
し
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
必
要
な
成
年
後
見
事
業
を
実
施
し
て
、
特
に
、
弱
い
立
場
に
お
か
れ
や
す
い
障
が

い
や
病
気
を
も
つ
人
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
な
ど
の
権
利
擁
護
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
合
併
に
係
る
認
証
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
合
併
趣
旨
書
並
び
に
合
併
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日 

二 

合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
す
る
特
定
非
営
利
活
動 

 
 

 

法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ノ
ア 

三 

代
表
者
の
氏
名 

新
井 

裕 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
末
野
千
二
百
三
十
三
番
地
二 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
自
然
の
恵
み
を
分
か 

 

ち
合
い
、
相
互
に
支
え
合
う
地
域
社
会
の
創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
が
適
用
さ
れ
る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
の
委
託
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
設
工
事
の
請
負
等
の

契
約
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
埼
玉
県
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競

争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

 
 

建
設
工
事
の
請
負
等
の
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
入
札
参

加
資
格
認
定
申
請
を
し
て
、
資
格
が
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、

被
認
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
と
す
る
。 

二 

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

 
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

イ 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

 

ロ 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者 

 

ハ 

埼
玉
県
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉

県
告
示
第
千
百
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
同
条
第
二
項
第
二

号
の
規
定
に
よ
り
資
格
者
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
当
該
抹
消
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者 

 

ニ 

入
札
公
告
日
か
ら
落
札
決
定
ま
で
の
期
間
に
、
埼
玉
県
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
停
止
等

の
措
置
要
綱
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付
け
入
審
第
五
百
十
三
号
）
に
基
づ
く
入
札

参
加
停
止
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

 

ホ 

入
札
公
告
日
か
ら
落
札
決
定
ま
で
の
期
間
に
、
埼
玉
県
の
契
約
に
係
る
暴
力
団
排
除
措
置

要
綱
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
付
け
入
審
第
九
十
七
号
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
措
置

を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

 

ヘ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 
 

⑴ 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
て
い
な
い
者 

 
 

⑵ 

入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日

と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客
観
的

事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項
審
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
な
い
者 



 
 

⑶ 

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

 
 

⑷ 

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
行
っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

 
 

⑸ 

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

 

ト 

測
量
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

チ 

建
築
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

リ 

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
事

業
活
動
を
支
配
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
暴
力
団
員
と
の
関
係
が
特
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ

っ
て
、
知
事
が
不
適
格
で
あ
る
と
認
め
る
者 

三 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件 

 
 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。 

 

イ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七

月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値 

 

ロ 

年
間
平
均
完
成
工
事
高
、
年
間
平
均
業
務
実
績
高
又
は
年
間
平
均
売
上
高 

 

ハ 

自
己
資
本
の
額 

四 

認
定
申
請
の
方
法
及
び
資
格
の
有
効
期
間 

 
 

入
札
公
告
に
お
い
て
定
め
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

志
木
東
口
駅
ビ
ル 

 
 

 

埼
玉
県
新
座
市
東
北
二
丁
目
三
十
八
番
十
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
八
時
か
ら
午
後
十
一
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
熊
谷
上
之
商
業
施
設
計
画 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
字
吉
原
三
千
百
十
四
番
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
新
井
機
械
製
作
所 

代
表
取
締
役 

新
井
進
二 

 
 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
沼
尻
六
百
五
十
五
番
地 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
新
井
機
械
製
作
所 

代
表
取
締
役 

新
井
進
二 

 
 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
沼
尻
六
百
五
十
五
番
地 

外
四
者
未
定 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

四
千
百
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
七
七
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
一
七
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

二
五
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

七
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 



 

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
十
時
十
五
分 

 
 

 
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

二
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
一 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
二 
午
前
六
時
か
ら
午
前
八
時
四
十
五
分 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
三 
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
四 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号 

 
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
定
期
検
査
機
関

及
び
同
法
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
計
量
証
明
検
査
機
関
と
し
て
、
次
の
と
お
り
平

成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
付
け
で
指
定
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

名
称 

 
 

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
計
量
協
会 

二 

所
在
地 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区

引
町
二
丁
目
二
百
五
十
四
番
地
一
埼
玉
県
計
量
検
定
所
内 

三 

指
定
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

葛
西
・
羽
生
領
島
中
領
土
地
改
良
区
連
合
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任

し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

 

岸 
 

 

親 

義 
 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
北
蓮
沼
三
百
五
十
二
番
地
一 

 

同 
 

 

豊 

田 

昭 

彦 
 

同 
 

草
加
市
柿
木
町
七
百
二
十
四
番
地 

 

監
事 

 

岡 

田 

利 

彦 
 

同 
 

三
郷
市
上
彦
名
二
百
四
十
六
番
地 

 

同 
 

 

奥 

貫 

榮 

市 
 

同 
 

幸
手
市
平
須
賀
一
丁
目
二
百
十
七
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

 

森 

田 

金 

里 
 

埼
玉
県
越
谷
市
増
森
二
丁
目
二
百
七
番
地 

 

同 
 

 

竹 

内 

榮
太
郎 

 

同 
 

吉
川
市
吉
川
二
丁
目
十
三
番
地
三 

 

監
事 

 

立 

澤 

剋 

彌 
 

同 
 

越
谷
市
東
町
五
丁
目
三
番
地 

 

同 
 

 

江 

森 

久
二
男 

 

同 
 

幸
手
市
大
字
上
高
野
千
三
百
五
番
地 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
五
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
九
年

二
月
二
十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
江
戸
川
河
川

事
務
所
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
九
十
五
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
九
年
三

月
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
上
尾
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
十
六
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月

三
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
三
芳
町
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号 

 
車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指

定
し
、
及
び
同
令
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ

ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
す
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
区
間 

二 

指
定
す
る
期
日 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日 

三 

通
行
方
法 

 

一
の
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
は
、

次
の
通
行
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

イ 

走
行
位
置
の
指
定 

 

上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る
施
設

等
に
出
入
り
す
る
た
め
や
む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
は
、
標
識
や
樹
木
等
の
上
空

障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
。 

ロ 

後
方
警
戒
措
置 

 

後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
取
ら
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
横
寸

法
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
（
又
は
横
寸
法
〇
・
一
二

メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
地
が
黒
色
の
板
等
に
黄
色
の
反
射

塗
装
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材
料
で
「
背
高
」
と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
方
の
見

や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。 

県
道 

県
道 

種 

類 

 

蕨
桜
町
線 

 

さ
い
た
ま
草 

 

加
線 

路 
 

線 
 

名 

川
口
市
上
青
木
六
丁
目
二
六
番
一
二
地
先
か
ら 

川
口
市
大
字
里
四
八
六
番
三
地
先
ま
で 

川
口
市
大
字
里
四
八
九
番
一
地
先
か
ら 

川
口
市
坂
下
町
四
丁
目
一
番
五
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間 



ハ 

道
路
情
報
の
収
集 

 

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道

路
情
報
を
収
集
し
、
上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
走
行
す
る
こ
と
。 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号 

 
越
谷
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号 

 
羽
生
市
か
ら
羽
生
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号 

 
上
里
町
か
ら
児
玉
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

伊 

藤 

雅 

幸 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

さ
い
た
ま
鳩
ヶ
谷
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 
新 
別 

川
口
市
大
字
新
井
宿
字
下
壱
斗
蒔
一

二
番
三
地
先
か
ら 

同
市
桜
町
二
丁
目
四
三
番
一
地
先
ま

で 

区 
 
 
 

間 

一
四
・
〇
〇 

～ 

二
五
・
二
五 

一
四
・
〇
〇 

～ 

二
七
・
三
九 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
九
九
・
一
五 

延 
 
 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

伊 

藤 

雅 

幸 
 

 
 

 
 



         

   

さ
い
た
ま
鳩
ヶ
谷
線 

    

路 
線 

名 

   
川
口
市
桜
町
二
丁
目
四
三
番
一
地
先
か
ら 

 

同
市
桜
町
二
丁
目
四
一
番
四
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。
） 

 
 

供
用
開
始
の
区
間 

   

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日 

 
 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
二
日
付
け
埼
玉
県
さ
い
た

ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号
及
び
平
成
二
十

九
年
三
月
二
十
四
日
付
け
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
二
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区

域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
一
四
六
・
三
〇
メ
ー
ト
ル 

 
 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

島 

利 

彦 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

三
芳
富
士
見
線 

三 

道
路
の
区
域 



 
新 旧 

旧
新
別 

入
間
郡
三
芳
町
大
字
藤
久
保
字
俣
埜

二
七
五
番
五
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大

字
藤
久
保
字
俣
埜
二
七
五
番
五
地
先

ま
で 

区 
 

 

間 

一
〇
・
六
四
～ 

一
二
・
八
〇 

八
・
一
四
～ 

 

一
〇
・
三
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
七
・
三
〇 

延 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

歩
道
整
備
事
業
に
よ

る
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 埼

玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

伸 

二 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 

百
四
十
号 

三 

道
路
の
区
域 



 
新 

  旧 

  

旧 

新 

別 

 

秩
父
市
小
柱
字
塚
原
五
〇
〇
番
一
地
先
か
ら

同
市
蒔
田
字
西
ノ
入
一
七
五
二
番
五
地
先
ま
で 

 

区 
 

 
 

間 

一
九
・
五
四
～ 

一
三
〇
・
七
五 

  

一
八
・
六
〇
～ 

一
○
四
・
四
〇 

敷
地
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル)

 

三
三
一
三
・
一
二 

延 
 

 

長 

(

メ
ー
ト
ル)

 

 

道
路
改
良
事
業 

  

平
成
十
八
年
二
月
二
十

四
日
付
け
埼
玉
県
秩
父
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

五
号
、
平
成
二
十
二
年
十
二

月
十
七
日
付
け
埼
玉
県
秩

父
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
十
八
号
で
告
示
し
た

道
路
予
定
区
域
の
一
部
変

更
で
あ
る
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

伸 

二 
 

 
 



 

  

一
般
国
道
百
四
十
号 

  

路 
 

線 
 

名 

秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
字
大
塚
一
四
五

番
一
地
先
か
ら 

秩
父
市
蒔
田
字
西
ノ
入
一
七
五
二
番
五
地

先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

に
限
る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
五
日

（
午
後
四
時
） 

 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
十
八
年
二
月
二

十
四
日
付
け
埼
玉
県

秩
父
県
土
整
備
事
務

所
長
告
示
第
五
号
、
平

成
二
十
二
年
十
二
月

十
七
日
付
け
埼
玉
県

秩
父
県
土
整
備
事
務

所
長
告
示
第
十
八
号
、

平
成
二
十
九
年
三
月

二
十
四
日
付
け
埼
玉

県
秩
父
県
土
整
備
事

務
所
長
告
示
第
六
号

で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
一
部
供
用

開
始
で
あ
る
。 

延
長
四
一
○
七
・
四

五
メ
ー
ト
ル 

 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

荻 

野 

隆 

一 
 

 
 



 

深
谷
東
松
山
線 

路 

線 

名 

深
谷
市
国
済
寺
字
西
曲
輪
六
一
六
番

三
七
地
先
か
ら 

同
市
幡
羅
町
一
丁
目
一
二
番
四
地
先

ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

 

平
成
二
十
八
年
六
月
十
日
付
け
埼
玉
県 

 

熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一 

 

号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用 

 

開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
七
四
・
九
○
メ
ー
ト
ル 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

細 

田 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

越
谷
八
潮
線 

 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

新 旧 旧 

新 

別 

越
谷
市
大
字
西
方
字
上
手
三
〇
九

二
番
一
地
先
か
ら 

同
市
大
字
西
方
字
上
手
三
一
〇
六

番
一
地
先
ま
で 区 

 

間 

一
六
・
〇
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

四
二
・
一
四 

一
六
・
〇
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

三
二
・
三
八 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
九
四
・
二
八 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
六
日
付

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
二
号
で
告
示
し
た
道

路
区
域
の
一
部
変
更
で
あ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

細 

田 

哲 

也 
 

 
 

     



 

    
  

越
谷
八
潮
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

越
谷
市
大
字
西
方
字
上
手
三
〇
九
二

番
一
地
先
か
ら 

同
市
大
字
西
方
字
上
手
三
一
〇
六
番

一
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
五
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事

務
所
長
告
示
第
六
号
に
お
け
る

道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で

あ
る
。
延
長
二
九
四
・
二
八
メ

ー
ト
ル 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
八
号 

 
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

岩 

本 

育 

子 

  

 

 

考
古
資
料 

歴
史
資
料 

歴
史
資
料 

彫
刻 

建
造
物 

種 

類 

池
上
遺
跡
出
土
品 

 
 

 

六
十
七
点 

小
室
家
資
料 

 

七
千
六
百
二
十
二
点 

髙
岸
家
文
書 

 
 

 
 

 
 

 

八
通 

木
造
大
日
如
来
坐
像 

 
 

 
 

一
躯 

金
鑚
神
社
社
殿 

 
 

 
 

 
 

一
棟 

名
称
及
び
員
数 

埼
玉
県
熊
谷
市
船
木

台
四
丁
目
四
番
一
号 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
四
丁
目

三
番
十
八
号 

埼
玉
県
秩
父
市
上
吉

田
五
百
二
十
三
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
横
瀬

千
三
百
六
十
番
地 

埼
玉
県
本
庄
市
千
代

田
三
丁
目
二
番
三
号 

所 

在 

地 

埼
玉
県 

埼
玉
県 

（
埼
玉
県

立
文
書

館
） 

髙
岸
五
郎 

宗
教
法
人 

華
蔵
寺 

宗
教
法
人

金
鑚
神
社 

所
有
者 

（
管
理
者
） 

 

 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
九
号 

 
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

岩 

本 

育 

子 

 

 

 

無
形
民
俗

文
化
財 

       

種 

類 

 

落
合
西
光
寺
双

盤
念
仏 

      

名 
 

称 

 
埼
玉
県
飯
能
市
落
合 

      

 

所 

在 

地 

 

西
光
寺
浅
草
流
双
盤
念

仏
保
存
会 

       
保
護
団
体 

 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
号 

 
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
天
然
記
念
物
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

岩 

本 

育 

子 

 

 

  

天
然
記

念
物 

天
然
記

念
物 

種 

類 

中
川
低
地
の
河

畔
砂
丘
群 

高

野
砂
丘 

中
川
低
地
の
河

畔
砂
丘
群 

桑

崎
砂
丘 

名
称
及
び
員
数 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
下
野

字
山
合
八
百
九
十
五
番
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
桑
崎
字
堀
内
七

百
二
十
四
番
一 

所 

在 

地 

宗
教
法
人
八
幡
神
社 

 

桑
崎
三
神
社 

 

所
有
者 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
一
号 

 
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
埼
玉
県
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
を
解
除
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

岩 

本 

育 

子 

  

 

 

工
芸
品 

種 

類 

 

短
刀
銘
但
州
住
国
光 

一
口 名

称
及
び
員
数 

 

埼
玉
県
所
沢
市
西
所

沢
一
丁
目
七
番
二
十

六
号 所 

在 

地 

 

新
光
忠 

所
有
者 

 

昭
和
三
十

九
年
十
一

月
十
七
日 

指
定
年
月
日 
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